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(57)【要約】
【課題】画像の表示位置をウォブリング機能によって第
１の位置と第２の位置とに切り換える場合に、画面の上
下端部における画質の劣化を極力抑えることができる画
像表示装置を提供する。
【解決手段】表示デバイスである液晶表示素子１７ｂ，
１７ｇ，１７ｒには、水平方向及び垂直方向に複数の画
素がマトリクス状に配列されている。表示デバイスにイ
ンターレース方式の映像信号を供給して画像表示させる
。映像信号における奇数フィールドの表示と偶数フィー
ルドの表示とを組とする。ウォブリング素子１９は、表
示デバイスに表示される画像を第１の位置に出力させる
第１の組と、表示デバイスに表示される画像を第１の位
置に対して水平方向及び垂直方向に０．５画素だけシフ
トさせた第２の位置に出力させる第２の組とが交互とな
るようにウォブリングさせる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水平方向及び垂直方向に複数の画素をマトリクス状に配列した表示デバイスと、
　前記表示デバイスにインターレース方式の映像信号を供給して画像表示させたとき、前
記映像信号における奇数フィールドの表示と偶数フィールドの表示とを組とし、前記表示
デバイスに表示される画像を第１の位置に出力させる第１の組と、前記表示デバイスに表
示される画像を前記第１の位置に対して水平方向及び垂直方向に０．５画素だけシフトさ
せた第２の位置に出力させる第２の組とが交互となるようにウォブリングさせるウォブリ
ング素子と、
　を備えることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
　前記表示デバイスは、前記映像信号における奇数フィールドの偶数ラインと偶数フィー
ルドにおける奇数ラインにおける黒のデータを水平のブランキング期間内に書き込むこと
を特徴とする請求項１記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記表示デバイスは液晶表示素子であり、
　前記映像信号における奇数フィールド及び偶数フィールドの表示をそれぞれ、前記液晶
表示素子に印加する駆動電圧を正とした表示と負とした表示の対とする
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　水平方向及び垂直方向に複数の画素をマトリクス状に配列した表示デバイスにインター
レース方式の映像信号を供給し、
　前記表示デバイスによる前記映像信号における奇数フィールドの表示と偶数フィールド
の表示とを組として、前記表示デバイスに表示される画像を第１の位置に出力させる第１
の組と、前記表示デバイスに表示される画像を前記第１の位置に対して水平方向及び垂直
方向に０．５画素だけシフトさせた第２の位置に出力させる第２の組とが交互となるよう
にウォブリングさせる
　ことを特徴とする画像表示方法。
【請求項５】
　前記表示デバイスは、前記映像信号における奇数フィールドの偶数ラインと偶数フィー
ルドにおける奇数ラインにおける黒のデータを水平のブランキング期間内に書き込むこと
を特徴とする請求項４記載の画像表示方法。
【請求項６】
　前記表示デバイスとして液晶表示素子を用い、
　前記映像信号における奇数フィールド及び偶数フィールドの表示をそれぞれ、前記液晶
表示素子に印加する駆動電圧を正とした表示と負とした表示の対とする
　ことを特徴とする請求項４または５に記載の画像表示方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画素をマトリクス状に配列させた画像を、第１の位置と、水平方向及
び垂直方向にシフトさせた第２の位置とに交互に表示させるウォブリング機能を用いて解
像度を増大させる画像表示装置及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　複数の画素をマトリクス状に配列させた画像を、フレーム毎に、基準位置である第１の
位置と、第１の位置に対して水平方向及び垂直方向それぞれに０．５画素だけシフトさせ
た第２の位置とに交互に表示させるようにした画像表示装置がある。
【０００３】
　画像をフレーム毎に第１の位置と第２の位置とに交互に表示させる機能をウォブリング
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機能と称している。画像表示装置にウォブリング素子を設けることによって、ウォブリン
グ機能を実現することができる。ウォブリング機能を有する画像表示装置によれば、水平
方向と垂直方向の解像度を増大させることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００６－２０９００４号公報
【特許文献２】特開２００３－１４０６２４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　１フレームのそれぞれのラインの画像を画面上端から下端へと順次走査させていくには
、所定の時間を要する。従って、画像の表示位置をウォブリング素子によって第１の位置
と第２の位置とに切り換える場合には、画面上端から下端へと走査させていくいずれかの
タイミングで切り換えることになる。
【０００６】
　一般的には、画面の垂直方向の中央部において画質が最良となるように、垂直方向の中
央において第１の位置と第２の位置とを切り換えるようウォブリング素子を駆動する。従
って、画面の上下端部においては、本来の正しい表示位置である第１または第２の位置と
は異なる位置に画像が表示されてしまい、画質が劣化してしまう。
【０００７】
　そこで、画像の表示位置を第１の位置と第２の位置とに切り換えるウォブリング機能を
有する画像表示装置及び方法において、画面の上下端部における画質の劣化を極力抑える
ことが望まれる。
【０００８】
　本発明はこのような要望に対応するため、画像の表示位置をウォブリング機能によって
第１の位置と第２の位置とに切り換える場合に、画面の上下端部における画質の劣化を極
力抑えることができる画像表示装置及び方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上述した従来の技術の課題を解決するため、水平方向及び垂直方向に複数の
画素をマトリクス状に配列した表示デバイス（１７ｂ，１７ｇ，１７ｒ）と、前記表示デ
バイスにインターレース方式の映像信号を供給して画像表示させたとき、前記映像信号に
おける奇数フィールドの表示と偶数フィールドの表示とを組とし、前記表示デバイスに表
示される画像を第１の位置に出力させる第１の組と、前記表示デバイスに表示される画像
を前記第１の位置に対して水平方向及び垂直方向に０．５画素だけシフトさせた第２の位
置に出力させる第２の組とが交互となるようにウォブリングさせるウォブリング素子（１
９）とを備えることを特徴とする画像表示装置を提供する。
【００１０】
　上記の画像表示装置において、前記表示デバイスは、前記映像信号における奇数フィー
ルドの偶数ラインと偶数フィールドにおける奇数ラインにおける黒のデータを水平のブラ
ンキング期間内に書き込むことが好ましい。
【００１１】
　上記の画像表示装置において、前記表示デバイスは液晶表示素子であり、前記映像信号
における奇数フィールド及び偶数フィールドの表示をそれぞれ、前記液晶表示素子に印加
する駆動電圧を正とした表示と負とした表示の対とすることが好ましい。
【００１２】
　また、本発明は、上述した従来の技術の課題を解決するため、水平方向及び垂直方向に
複数の画素をマトリクス状に配列した表示デバイス（１７ｂ，１７ｇ，１７ｒ）にインタ
ーレース方式の映像信号を供給し、前記表示デバイスによる前記映像信号における奇数フ
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ィールドの表示と偶数フィールドの表示とを組として、前記表示デバイスに表示される画
像を第１の位置に出力させる第１の組と、前記表示デバイスに表示される画像を前記第１
の位置に対して水平方向及び垂直方向に０．５画素だけシフトさせた第２の位置に出力さ
せる第２の組とが交互となるようにウォブリングさせることを特徴とする画像表示方法を
提供する。
【００１３】
　上記の画像表示方法において、前記表示デバイスは、前記映像信号における奇数フィー
ルドの偶数ラインと偶数フィールドにおける奇数ラインにおける黒のデータを水平のブラ
ンキング期間内に書き込むことが好ましい。
【００１４】
　上記の画像表示方法において、前記表示デバイスとして液晶表示素子を用い、前記映像
信号における奇数フィールド及び偶数フィールドの表示をそれぞれ、前記液晶表示素子に
印加する駆動電圧を正とした表示と負とした表示の対とすることが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の画像表示装置及び方法によれば、画像の表示位置をウォブリング機能によって
第１の位置と第２の位置とに切り換える場合に、画面の上下端部における画質の劣化を極
力抑えることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の画像表示装置の一実施形態を示す図である。
【図２】図１中のウォブリング素子１９の具体的な構成例を示す斜視図である。
【図３】一実施形態における投射画像のウォブリングを説明するための図である。
【図４】インターレース方式の映像信号の駆動タイミングを示す図である。
【図５】図４に示す駆動タイミングをさらに詳細に示す図である。
【図６】一実施形態と従来例とを比較し、一実施形態による効果を説明するための図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明の画像表示装置及び方法の一実施形態について、添付図面を参照して説明
する。一実施形態の画像表示装置は、投射型画像表示装置を例としている。図１に示す投
射型画像表示装置は、画像表示装置の単なる一例である。
【００１８】
　図１において、光源ＬＳは、両口金タイプの放電灯１と、放電灯１から射出される光を
光軸方向（Ｚ方向）に反射するリフレクタ２を有する。放電灯１としては、高圧水銀ラン
プ、メタルハライドランプ等の白色光を射出するものが用いられる。
【００１９】
　リフレクタ２は、光軸を軸とした回転放物面の反射面を有し、放電灯１から射出された
光を反射面で反射して光軸に平行な照明光として射出する。リフレクタ２は光軸を軸とし
た回転楕円面の反射面を有してもよい。その場合には、リフレクタ２の光の射出側に照明
光をほぼ平行光とするレンズ系を設ける。
【００２０】
　光源ＬＳから射出した光は、紫外線や赤外線をカットするコールドフィルタ３を透過し
て第１のレンズアレイ４に入射される。第１のレンズアレイ４は、反射型の液晶表示素子
１７ｂ，１７ｇ，１７ｒの表示領域と相似である矩形形状のレンズセルを水平方向（Ｘ方
向）及び垂直方向（Ｙ方向）に複数配列したものである。
【００２１】
　第１のレンズアレイ４は、リフレクタ２が光束を射出する開口を空間的に分割するよう
に構成されている。第１のレンズアレイ４から射出した照明光は第２のレンズアレイ５に
入射される。第１及び第２のレンズアレイ４，５はフライアイレンズ、フライアイインテ
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グレータとも称される。
【００２２】
　第２のレンズアレイ５は第１のレンズアレイ４と同様の構成であり、液晶表示素子１７
ｂ，１７ｇ，１７ｒの表示領域と相似である矩形形状のレンズセルをＸ方向及びＹ方向に
複数配列したものである。
【００２３】
　第１のレンズアレイ４は、第１のレンズアレイ４における複数のレンズセルそれぞれに
対応した第２のレンズアレイ５のレンズセルに照明光を入射させ、第２のレンズアレイ５
上に第１のレンズアレイ４のレンズセルと同数の２次光源像を形成する。
【００２４】
　第２のレンズアレイ５から射出した照明光は、偏光変換素子６に入射される。偏光変換
素子６は、Ｐ偏光及びＳ偏光をランダムに含む不定偏光をＳ偏光に揃えて射出する。不定
偏光をＰ偏光に揃えるようにしてもよい。
【００２５】
　偏光変換素子６から射出したＳ偏光は、重ね合わせレンズ７に入射される。重ね合わせ
レンズ７は、第１のレンズアレイ４の各レンズセル４ａの像の中心を液晶表示素子１７ｂ
，１７ｇ，１７ｒの中心に一致させ、各レンズセル４ａの像を液晶表示素子１７ｂ，１７
ｇ，１７ｒの表示面上で重なり合った状態で結像させるように作用する。
【００２６】
　Ｂ／ＲＧ分離クロスダイクロイックミラー１０は、重ね合わせレンズ７から射出したＳ
偏光を青色光と赤色・緑色光とに分離する。青色光はＢミラー１１で光路が曲げられ、青
色用フィールドレンズ１４ｂ，青色用ワイヤグリッドＰＢＳ１５ｂ，青色用波長板１６ｂ
を通過し、青色用液晶表示素子１７ｂに入射する。青色用液晶表示素子１７ｂで変調され
、反射したＰ偏光は青色用ワイヤグリッドＰＢＳ１５ｂで反射して、クロスダイクロイッ
クプリズム１８へと向かう。
【００２７】
　Ｂ／ＲＧ分離クロスダイクロイックミラー１０で分離された赤色・緑色光はＲＧミラー
１２で光路が曲げられる。ＲＧダイクロイックミラー１３は、赤色・緑色光を赤色光と緑
色光とに分離する。
【００２８】
　赤色光は、赤色用フィールドレンズ１４ｒ，赤色用ワイヤグリッドＰＢＳ１５ｒ，赤色
用波長板１６ｒを通過し、赤色用液晶表示素子１７ｒに入射する。赤色用液晶表示素子１
７ｒで変調され、反射したＰ偏光は赤色用ワイヤグリッドＰＢＳ１５ｒで反射して、クロ
スダイクロイックプリズム１８へと向かう。
【００２９】
　緑色光は、緑色用フィールドレンズ１４ｇ，緑色用ワイヤグリッドＰＢＳ１５ｇ，緑色
用波長板１６ｇを通過し、緑色用液晶表示素子１７ｇに入射する。緑色用液晶表示素子１
７ｇで変調され、反射したＰ偏光は緑色用ワイヤグリッドＰＢＳ１５ｇで反射して、クロ
スダイクロイックプリズム１８へと向かう。
【００３０】
　クロスダイクロイックプリズム１８は、入射された赤色光，青色光，緑色光を合成する
。
【００３１】
　クロスダイクロイックプリズム１８から射出した合成光は、ウォブリング素子１９に入
射される。ウォブリング素子１９の具体的構成及び動作については後述する。
【００３２】
　投射レンズ２０は、ウォブリング素子１９を透過した合成光を図示していないスクリー
ン上に投射する。赤色用，青色用，緑色用の液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒは、入
射された赤色光，青色光，緑色光それぞれを映像信号の赤色成分，青色成分，緑色成分に
応じて変調するので、スクリーン上には映像信号に応じた投射画像が表示される。
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【００３３】
　図２を用いて、ウォブリング素子１９の具体的構成及び動作について説明する。図２に
示すように、ウォブリング素子１９は、液晶フィルタ１９１と単結晶の水晶板１９２とを
貼り合わせた２層構造とされている。液晶フィルタ１９１にウォブリング駆動電圧Ｖwo（
図１に図示）を印加しない状態では、ウォブリング素子１９に入射した光はそのまま直進
して、第１の位置である位置Ｐ１へと射出する。
【００３４】
　液晶フィルタ１９１にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加すると、ウォブリング素子１９
に入射した光は進行方向が曲げられて、第２の位置である位置Ｐ２へと射出する。
【００３５】
　なお、ウォブリング素子１９に入射した光がＰ偏光のとき、位置Ｐ１へと射出する光は
Ｐ偏光、位置Ｐ２へと射出する光はＳ偏光となる。
【００３６】
　図３は、液晶フィルタ１９１にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加しない状態と、液晶フ
ィルタ１９１にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加した状態の、投射レンズ２０による投射
画像の位置を示している。図３の（ａ），（ｂ）におけるそれぞれの矩形は画素Ｐxlを示
している。
【００３７】
　図３の（ａ）における実線は、図２の位置Ｐ１の投射画像、図３の（ｂ）における実線
は、図２の位置Ｐ２の投射画像である。図３の（ａ）における破線は、図３の（ｂ）にお
ける実線の位置を示しており、図３の（ｂ）における破線は図３の（ａ）における実線の
位置を示している。
【００３８】
　図３の（ａ），（ｂ）より分かるように、ウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加しない状態
と印加した状態とで、投射画像の画素Ｐxlは水平方向及び垂直方向にそれぞれ０．５画素
だけシフトされる。
【００３９】
　例えば１フレーム毎に、液晶フィルタ１９１にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加しない
状態と印加する状態とを切り換えれば、図３の（ａ）と（ｂ）とが交互に切り換わること
になる。
【００４０】
　ウォブリング素子１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加したとき入射光がどの程度シ
フトされるかは、ウォブリング素子１９の構成によって決まる。ウォブリング駆動電圧Ｖ
woを印加しない状態と印加した状態とで、投射画像が水平方向及び垂直方向にそれぞれ０
．５画素だけシフトさせるよう、ウォブリング素子１９を構成しておく。
【００４１】
　本実施形態においては、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに、プログレッシブ方式
ではなくインターレース方式の映像信号を表示させる。
【００４２】
　図４は、インターレース方式の映像信号の駆動タイミングを示している。図４は、ウォ
ブリング素子１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加しない状態における奇数フィールド
と偶数フィールドの駆動タイミングを示している。
【００４３】
　液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒを駆動する際には、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ
，１７ｒの焼き付きを防止するため、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに正方向の駆
動電圧を印加した映像信号の表示と負方向の駆動電圧を印加した映像信号の表示とを対と
する。
【００４４】
　図４に示すように、まず、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに正方向の駆動電圧を
印加した状態の奇数フィールドの駆動P1(o+)では、奇数ラインに画像を表示し、偶数ライ
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ンに黒を表示する。次に、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに負方向の駆動電圧を印
加した状態の奇数フィールドの駆動P1(o-)でも、奇数ラインに画像を表示し、偶数ライン
に黒を表示する。
【００４５】
　駆動P1(o+)における画像と駆動P1(o-)における画像は同じ画像である。駆動P1(o+)にお
ける画像を図示していないフレームメモリに保持しておき、駆動P1(o-)の際に用いる。
【００４６】
　引き続き、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに正方向の駆動電圧を印加した状態の
偶数フィールドの駆動P1(e+)では、偶数ラインに画像を表示し、奇数ラインに黒を表示す
る。次に、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに負方向の駆動電圧を印加した状態の偶
数フィールドの駆動P1(e-)でも、偶数ラインに画像を表示し、奇数ラインに黒を表示する
。駆動P1(e+)における画像と駆動P1(e-)における画像は同じ画像である。
【００４７】
　特に図示していないが、ウォブリング素子１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加した
状態における奇数フィールドと偶数フィールドの駆動タイミングも図４と同様である。
【００４８】
　図５を用いて、図４に示す駆動タイミングをさらに詳細に説明する。液晶表示素子１７
ｂ，１７ｇ，１７ｒの奇数ラインまたは偶数ラインに画像データを書き込むには、所定の
時間を要する。一方、奇数ラインまたは偶数ラインに黒のデータを書き込むには、ほとん
ど時間がかからない。
【００４９】
　液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒが例えばノーマリブラックの液晶表示素子であれ
ば、印加されている電圧を放電させれば黒が表示されることになる。このような黒のデー
タの書き込みは、水平のブランキング期間で行うことができる。液晶表示素子１７ｂ，１
７ｇ，１７ｒがノーマリホワイトの場合も同様に、黒のデータの書き込みを水平のブラン
キング期間で行うことができる。
【００５０】
　従って、図４に示すような駆動は、詳細には、図５に示すようなタイミングで実行させ
ることができる。図５の（ａ）は奇数ラインの駆動であり、（ｂ）は偶数ラインの駆動で
ある。
【００５１】
　図５の（ａ），（ｂ）より分かるように、黒のデータの書き込みはブランキング期間内
で完了するので、１フィールドの全ての奇数ラインまたは偶数ラインを液晶表示素子１７
ｂ，１７ｇ，１７ｒに書き込むのに要する時間は、プログレッシブ方式の映像信号におけ
る１フレームの全ラインを書き込むのに要する時間の半分となる。
【００５２】
　図６を用いて、本実施形態によるウォブリング素子１９と液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ
，１７ｒとの駆動タイミングの関係について説明する。図６の（ａ）は本実施形態による
駆動タイミングの関係を示している。図６の（ｂ）は、比較のため、従来例である、液晶
表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒにプログレッシブ方式の映像信号を表示する場合の駆動
タイミングの関係を示している。
【００５３】
　図６の（ａ）において、画面上端から画面下端に向けて、図４で説明した奇数フィール
ドの駆動P1(o+)、奇数フィールドの駆動P1(o-)、偶数フィールドの駆動P1(e+)、偶数フィ
ールドの駆動P1(e-)を順次行う。奇数フィールドの駆動P1(o+)，P1(o-)と偶数フィールド
の駆動P1(e+)，P1(e-)とで第１の組となる。
【００５４】
　引き続き、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに正方向の駆動電圧を印加した状態の
奇数フィールドの駆動P2(o+)、負方向の駆動電圧を印加した状態の奇数フィールドの駆動
P2(o-)、正方向の駆動電圧を印加した状態の偶数フィールドの駆動P2(e+)、負方向の駆動



(8) JP 2014-21171 A 2014.2.3

10

20

30

40

50

電圧を印加した状態の偶数フィールドの駆動P2(e-)を順次行う。奇数フィールドの駆動P2
(o+)，P2(o-)と偶数フィールドの駆動P2(e+)，P2(e-)とで第２の組となる。
【００５５】
　１フィールドの全ての奇数ラインまたは偶数ラインを液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１
７ｒに書き込むには所定の時間を要するので、それぞれの駆動は図６の（ａ）に示すよう
に傾斜した状態となる。
【００５６】
　画面の垂直方向の中央部において画質が最良となるように、垂直方向の中央において、
ウォブリング素子１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加する状態と印加しない状態とを
切り換える。
【００５７】
　図６の（ａ）に示すように、画面の垂直方向の中央では、駆動P1(o+)～P1(e-)とウォブ
リング素子１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加しないタイミングとが一致する。従っ
て、画面の垂直方向の中央では、図３の（ａ）の正しい表示位置（一致度１００％）とな
る。
【００５８】
　第１の組駆動であるP1(o+)～P1(e-)のハッチングを付した部分は、駆動P1(o+)～P1(e-)
とウォブリング素子１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加しないタイミングとが一致し
ない。従って、厳密には、ハッチングを付した部分においては、図３の（ａ）の正しい表
示位置とはならない。画面上端及び下端における一致度は８７．５％となる。
【００５９】
　第２の組駆動である駆動P2(o+)～P2(e-)でも同様であり、画面の垂直方向の中央では、
駆動P2(o+)～P2(e-)とウォブリング素子１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加するタイ
ミングとが一致し、ハッチングを付した部分では一致しない。ハッチングを付した部分に
おいては、図３の（ｂ）の正しい表示位置とはならない。
【００６０】
　一方、図６の（ｂ）のプログレッシブ方式とした場合には、上記のように、液晶表示素
子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに１フレームの全ラインを書き込まなければならないため、そ
れぞれの駆動P1(+)，P1(-)，P2(+)，P2(-)の傾斜は図６の（ａ）の場合よりも緩やかとな
る。
【００６１】
　駆動P1(+)，P1(-)のハッチングを付した部分は、駆動P1(+)，P1(-)とウォブリング素子
１９にウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加しないタイミングとが一致しない。駆動P2(+)，P
2(-)のハッチングを付した部分は、駆動P2(+)，P2(-)とウォブリング駆動電圧Ｖwoを印加
するタイミングとが一致しない。画面上端及び下端における一致度は７５％となる。
【００６２】
　図６の（ａ）と（ｂ）とを比較すれば明らかなように、本実施形態によれば、画面の垂
直方向の中央以外の液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに対する画像データの書き込み
とウォブリング素子１９の駆動とのずれを大幅に少なくすることができる。
【００６３】
　従って、本実施形態によれば、画面の上下端部における画質の劣化を大幅に抑えること
ができる。
【００６４】
　なお、図６の（ａ）に示すように、映像信号における奇数フィールド及び偶数フィール
ドの表示をそれぞれ、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに印加する駆動電圧を正とし
た表示と負とした表示の対とするには、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒに供給する
映像信号の垂直周波数を２倍して、倍速駆動させる。
【００６５】
　本発明は以上説明した本実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲において種々変更可能である。本実施形態では、水平方向及び垂直方向に複数の画
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素をマトリクス状に配列した表示デバイスとして、液晶表示素子１７ｂ，１７ｇ，１７ｒ
としたが、液晶表示素子に限定されない。
【００６６】
　本実施形態では、投射型画像表示装置としたが、直視型の画像表示装置であってもよい
。但し、投射型画像表示装置は、ウォブリング機能を搭載するのに好適である。画像表示
装置を投射型画像表示装置とする場合、図１の構成は単なる例であり、投射型画像表示装
置の構成は任意である。
【符号の説明】
【００６７】
　１７ｂ，１７ｇ，１７ｒ　液晶表示素子（表示デバイス）
　１９　ウォブリング素子

【図１】 【図２】

【図３】
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